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要約
工学系尖践技術背をTf成する大学校における数学科の教育内容を選択 ･構成
するために､学生が.･:.I,'等･LF校までに習指した敬･7:の知識と技能について調点し
た｡高等学校の,A:u身学科により敬･▲芦科o)科目の俺捌 犬祝に差があることが分
かった｡-瑞等学ノ校での触修状i'hrに妃越し､微分法･搬())法o)定義と概念の確解
に重点をおいた授業を行った｡歎.●芦的な知識を習得するための授業実鞘として
の有効性が確かめられたo
1 研究の動機
工学系実践技術者を吉成する大ノ声校で､Il/l'｢梓伯
を'l'!:ぶための数学の基本的な知識o)部tqと尖技的な
使い方の習熟をEl的とした授業をi_nuiしている.入
学前の数学科の科目の知.-韻の習得と技能の習熟に差
があるのではないかと思われる状況が'LF々 拡大して
きている｡
入学前の数学科の科目の屈拶状況および関村状況
に配頗した教材を辿択 ･緬成し､招讃内命を柵成す
る必数があるのではないかと考えた｡
2 研究の方法
(1)高等学校の出身学科と数学科の触幡科目の
関係を調血する｡
(2)満等学校の出身学科と数学科の科目の理解
状況を調所する｡
(3)数学科の科目の励修状況により数学の知遇
の習得と柘植の習熟に蔦があるかどうか0)検討
を行う｡
(4)脚 室状況に配威 した孜円内'8および教授jf
法で揃成した授繋実践を'fT･う.
(5)実践授業後の授題内容のfl蛸軍使について凋
fiする.,
(6)丁学系大学校の数学科の救缶内容について
考察する｡
3 研究の内容
3.1 出身学科 と数学科 の履修科 目
平成 18年度入学の学生46人を対曳とし､&'等
学校の出身学科と数学科の料Hu)庖修状況および数
',Y:科o)科目の理解状況について聞き取り胴金をした｡
高等学校の出身学科は､汚過料25字,､⊥業料1
57,､商罪科2才,､El実科 l名､総合学科3名であっ
た (図1)U
tIT頓のt●JZ-＼ :b●TP lfJl
r25 +エJLfーI4-l1
蛭I1.砧等学校の出身学科
席等学校で旭修した数学U).1･;=｣についての聞き取
り乱缶の紙製を岡 2に示すO普通科と紀行予科は､
数?I,II,III,A,B.Cを拙作した'声望がほとんどであ
るが､数学Cを屈性していない学生が普通科で∠名､
総合学科で l名いた｡L実科は数学 LII､A.Bを旭修
しており､数学IIIを5名､数学Cを3名が肘惜し
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ていた_商業科は数 Ⅰのみの触修､jl'l実科は数;;り占
礎のみ0)履修であったO凶におけるJ.t'1･"･ド;･':糾 よ､⊥
実科 ･商繋約 ･Jだri選科をまとめたものである､
図-2.州身学科と数学科の科口のkl中断)(一況
3.2 出身学科 と数学科の科 目の理解状況
高等}-;!'校で学んだ数ノ芦料の科I】について､理舶!状
況J)自己評f曲を調轟したJ 以 卜のような馳)∴Lで0)LI
r邪.tのIl己nTl;価とした(
だいたい僻 できたとIi,.う.｣ ェ ,
よくptl解できたと思う.I
L
あまF)耶解でL_i-なかったとliiう へ
乍然書棚･'fできなかったと思うo x
数学 Jの理解状況
約･､;-1Ia)fl川平状況の渦責紡巣J/ir･L女子3に′1汀.
凶3州身'jl科と牧やI0)Pl慨･l榊上
数学Ⅰは出題科出身以外の学生はJf'tl帽しているので､
8割以上0)･'i'1生は数学IをF朋ギしていると思ってい
る.,あまL)理附できなかったと思っている学′1は､
肘'l学科に多かった→
数学 JJの理解状況
独学HのPP.勝U;il上の.凋む結盟をLxJ4に示す′
l¥lLl山場′一､封二は 数学IIの即榔二状況
放′,u=lIは､舷実科とj:LBR柑 日射の学生以外は舶惨し
ているが､稚楢できたと思っている)-;!lJI=は6割であ
り､よく理解できたと思う学1.はわずかであった
また､あまリFH*'r.できなかったと,liLっているJ芦ノEは
汁過料化身に多かった
教学 JJJの坪解状況
数学ITlの叩船状況の詣で至結柴を図5に,T(す
[3(j5 .Lti身学科と独学IIIの理解1人75亡
普過料はLrけ学′l三は2名を除いて相性しているが､
I.lIr"厚 別で歌学ⅠHを牌帽している'1':I/Lは5名であ
るo用解できなかったと,Jif.っている･L;モ1二はC判を超
えており､剛立がとれなかったIt芦廿も普油粕 こ2γ.
いた また､.門地拙JltlO)I;そ'F.に微分 ･糾分が片T-
だと貰えた′;壬生が多かった,
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数学Aの理解状況
数学 A0)1朋引犬況の調盛結果をl叫6に/示すJ
l¥16:出身学科と敬学A0)LIJ棚棚 況
数学Aは､摘果科とFL'1巣科Lll.身の′'itJl=_以州 よ触幡し
ているので､8別以Lu)/jf:笠はn･､p-Aを和解してい
ると思っている｡あまり岬解できなかったと思って
いる'ti/F'iiは､中門学科出身に多かったO
数学 βの理解状況
この料t=lの選択内紛 ま越修-Eすべてが数列とベクト
ルであった.,数ノ7'Bの理解･lR配の.at.憤結兜を閃7に
示す.
陛J7:出身学科と数学Bの雌牌状況
十千iB科山Ik宵は全El堀略しているが､啓Flrj学科山々
で数学Bを,W修している学EF.紘.T選科佃幼 日 系で
ある,Eq･過料出身の半敬の,7:生はだいたいFB解でき
たと思っているが､確解できなかったと思っている
学生も半数いた｡
数学Cの理解状況
この科目の選別内容は､触修指すべてが行列と曲純
であったJ 数学(●の理解状況の調ff結果を岡白にホ
す｡
凶 8 州.身学科と数学 CO)Jl!解状況
汗過料rLEi身iP;-は2名を除いて屈修しているが､･､即rJ
'i･'71:l州功で数学 Clを職階している学/日ま3YJであ
るoP_(.'油剤山身の半数の学生はだいたい用慨 できた
と思っているが､fl_E解できなかったと思っている学
年o)方が多かった,
数学の科目の理解状況のまとめ
牧羊I･教学Aは､商選科･ln実科出功の′;･!生を除
いて層隠しており､和解度についての自己評伽も8
割以 LOj学iLがL![･).解していると思っている｡敬学Il
については､商実科 ･Jn業科目身の苧J1-.を除いて地
繕しているが､fq!解していると思っている学生はti
別に減るO数学 IIIは､'､即り学科山上JO)学Jl=,で細幡
している学J三はわずかである,.PP.解度については6
1ErJ以上の学生が押解できなかったと思っており､徴
/JIiL･榊分法に関して-[='-;･幸恵講を持っている.数学
B･数l芦Cは噂門学科出身で履修している学生はわ
ずかであるt,埋矧射こついてはjl相弔できなかったと
,lP.っている′芦1.が半数いて､数列 ･ベクトルを?α
ILlLLたいという希E.J拙1多く:.3せられたO
以 ヒのような状況から､数学I･数学Aを雌rJplilTi
とした招灘を構成するのかふさわしいと考えられる｡
3.3 数学の知識と技能の調査
3.3.1 入学前の数学の知誠の調査
入学前の敬'lV/-の知識0)習得状況を調所するために､
!読切の授業時剛 こ､小学校 ･中学校の内科8別と敬
I;キト 数学Bの内容から選んだテストを行った.
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小学校の内容
(1) 0,0､0,0.1,2､3,5,9の9枚のカー ドを使って9
けたu)数字を作る.
ア このときできる一番大きな敬とp-.折目に大きな
数の井はいくつですか.
イ こ0)ときできる一筋小さな数と-満目に小さな
数のノ掛れ ､くつですか｡
こU)J.1過はほとんどの学生が正茶であったが､.誤答
や矧 .ll芥は普通科出身がやや多かった,
(2) 次のWに答えなさいO
ア 800Hの品物を2割引きして､50/.の.7侶Ll柳を
かけて･売るとき0)･Jと値はいくらですかO
イ ーljが始まって4時｢,Ti=Jl2分が経過したとき､
-Hの何%が終わったことになりますかO
アの売仰u)間組は､総合学科出身の 1人を0)ぞいて
乍i-lil:.rlであった｡
イの叫間d)IlurJ過は､中門学科山身 (｣'実科2才,､商
業車:目 名)と総合学科出身 1名が訳博した
(3) A地から30krL先のB地肘 こ到過したとき､
こu)バスより40分前にすでにA地山をrtJ.発してB
地点に向かっている分速30011のlLJ転車は B地
!.tば で､何分かかりますかU
で1･適科山身は全ri正答であった,
誤答では60分という答えが多かったo
中学校の内容
(4) α円のお金を兄と妹で分けるのに､兄は妹より
もbn多くなるようにしたい｡兄が電け暇るお金を
a,I)を用いた式で表しなさい.
LWE)や料化身は全日誤答または鮒.-1偶 であった.,
沖辿科山々も誤答が多かった｡
派 伊‖こはC2･b,誓 などがあったU
(5) ある中学校で図.I欄 の利用E'数を胡点したo L
月は男女合わせて650人であったが､ど)1は L月
に比べてリl子が40%減り､女-J二が20%増えたの
で､女子が男子より330人多かった.ZHのリj子
と女子の利用tt･数を求めなさいD
工選科出身 1flが誤答 したo
解答は方位式を作って那いているものが多かった.
数学 Jの内容
(6) (m-2)7,2-(2十2m)A,+‖い-3-0
がgi湖 をもつような定数71の値を求めなさいo
T.選科出身2名がIli答した､半り別式を用いて計TTlし
ているが､計'iTtが間述っていた｡
数学βの内容
(7) 数列 1,2.2.3,3,3,4,4,4.4,5･5, 0)第 321項
を求めなさい｡
仁選科出身3名のみがrl;筈であった｡数列の公式は
用いていなかった｡
鰭過料は3名が､公式を用いて解答しようとしてい
たが解答途l小こなっていた｡
出身学科による数学の知誠の差について
テストは､小学校0)Jl容を60点､中背校のIJl容
を80点､ lJ.rrF'学校の内答を60点､合計200上■i
として採点したU出身';i:手判こより数学の知識に蓬が
あるか検討するために､､ド均点についての蔦の検定
を行ったo蛇行学科は仲通科と履修状況が似ている
ので､dtT-itB料に汚めたつrJ'過料と･:1ltI学制の.l'･ttJ点
の'fの検定をイ了,･豊水準0.05で行った紙製をr'i!l()に7JT
す｡
IduIfltLJI_<IA-,tLtiLノしノAl▲J/Jq-I
Ijl r JT H ●｢YTl
17～
).P.
LLJIIt
軌Jtや瓜lIc''JFJ;
1JILr.I
l
I.It.･ll` FIi■TrtだtF
l■ h･ヽtl■
18 }ヱ ′ah lJll･,r-hTl～
dt.Jyll己}1 1(.'P
.･! Ipl
(Jl
H9IJ･▼),1
､′▲L7.7日すりC.5
ト ニーー1′')▲i'l
J t]qE-･
I t .l.
怪19L脅迫科とtl打つ学科の平均点の差の検定 (有農
水.t'l-o_05)
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普通科仙女の平均点が13乱8.tLt即1学科tLl身の平
均点が1232点であり､常過料出身の苧公の方が点
数が誠かったが､市道水唯005で平均点には有意な
題がみられなかった,調盛問題のほとんどが､小学
校 Iql学校の内'/tiだったためと考えられる.
概数に関する問題は､普通村山身に和解が不十分
な学Jtが多かったO数列に関する閲潜は､数学Bを
何階していない学生が多いにも関わらず､円通科よ
りiEljJlr-F科の方が和解しているや七が多かったO
皆適料出身の学生は､小学校･E71学招までの内再で
は形式的な解きjfに憤れているが､考え方を問うよ
うな関越を.笠･手としているのではないかとJilわれた.
3.3,2 数学J･数学JJの内容の理解の調査
数'itIはLBi実相｣l功u)I7.を除いて刷 害しており.
数学ⅠⅠは出文科出身 1名と満男科細身2irlを除いて
柚修しているので､ほとんどu),学J1-Iにとって､敬'-ij･
卜 数学11は既酔fTr項であると考えられる｡
4月から9月まで､数学Ⅰ･数学rIとほぼFJ7]様の
内海の搾男を'liったO
授賞内界の理解度をみるためo)テストを6月と9
Flに2回行った｡テストの内再は6JJが.-.次槻敬 ･
分数関数 ･細矧凋数 ･指数関取 ･対数惟倣 ･-1角rTlJ
欲､9月か二Plf対数 ･似顔数である06)1のテスト
を tOO点､9月のテストを 100点､合方120日
点として楳点した
出身学科により､授業内'#0)理解度に岸があるか
検討するために､平均点についての差の検'i:を行っ
た｡曽過料とt!lj門学科の平均点の差o)検達をff店Jk
qLio.05で行った紡児をEIXHOにノ示す
普過料出身の平均/.tが川9.7点､LJirJLJ学科出身の
1'.･均点が 148.3点であり､悦郎斗L',fIの苧/1三の方が
).号数がl輔かった｡有放水早世0.05で､門過料と専門学
科に･(i-意な差がみられた.,4月から9ノ｣までu)用貰
内容は､数学卜数学IIO)内容とはぽIrjlCであり､倍
過料と1.IPT]学科とも数学Ⅰ･数乍ⅠⅠを舶修している
学生がほとんどであるので､高等学校での授男内容
に韓があるのではないかとJfえられるo
出身学科による数学の知識と技能の差について
小学校 ･中学校までの数学の内容では､文字式な
ト検定 分散が等しくないと仮定した2熊本による検定
書速糾 ･松倉等二科 書円竿fil
1697142857 148333333
1051248677 2087.64706
28 18
0
28
1.725589584
0047721612
1701130908
00954432Z4
2048407115
平均
分tt
tLJl政
仮JR平均との差
白E]El
t
P(T<-I)片冊
t境界値片珊
P(丁<-t)甫叫
ttL井書丙珊
糾 10.普iLB料と.!I門学科の平均点o)左の検追 (朽点
-Jk轡0.0.rJ)
どNF敦的な内容については中門学科の方が舌下な学
生がやや多いO形式的な計矧.lfJ越は干13郎斗加斗の乍
生の7'J-が円熟しているが､多様な考えfJがHl光るの
は野門学科山身の学生のTJ-が多い｡数,半t.敬?ⅠⅠ
のFJtl容では､ ,く抑lJ.学科出身の学:f三は熱血料Hl身の学
生に比べて習熱していない,lJtt兄がみられた｢
出身学科により数学の習熟腔には芹があり､教材
としてテキストの内容を吟味する必要があるのでは
ないかと考えられる｡
3.4 実践授業
歌学ⅠⅠⅠは､ L粁ヨ学科出1で府修している学JJ三.は
わずかであり､普iB3杵出身の学FF_も微分法 ･榊/1法
に対して苫干.TL:麦.講をもっている学生が多い.微分は･
枇分法について0)現解を潔め､知識の朝.1相と技稚O-)
-Lq熱を阿る尖践授菜を行ったO
授業期間
使用テキスト
｢1-,学系堪礎数学pART I(_｣某調企会)｣
授業内容
微分法 ･秋分法の定点と惟JE'1
3.5 授業内容の理解度について
授繋内額の理解度をみるため0)テストを12月と
3月に2lr･J行った1テストの内容は､ 12)-1が陶順
と微分法､3月が桃分法と面紙である｡ i2月のテ
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ストを )00点､3月のテストを 100点､rIL112
〔)(),･.よとしてfi:点した｡
tr'.少7'科により､授業内界の理解l糾こ弟があるか
検J･Tするために､平均,･!.-tについて0)H.･u)検)上を行っ
た｡r.Ijl糾斗とし卯ET予科の平均点IJ)毒J)検'hlをJl二かjく
咋005で子iつた打火を図 11に示す
Tヰp..'7itit･L7H.I.､八いとCiミL･PLIIi,_よろ■P_
TjhLhJILl ■巧手和
代 tt1.､Z;p 214I(.rlI'11.I
IGjF:'tJ■1′】二it.)LL･18.′▲1.
}0 1きL7‡7l.7()lJfL.'17はn.1ul二'り】L7(】つ}38lノ】
l1-Ilコ(JT】]･)fiG
_U■.IeL3日･Mj
=Tt;
～:れ
I?t巾
tlL)t:･_ntE
:ILIl.1
1rド■1
T■lItLIP
rI HJ?れ
IA■14P
rlXl11こhb適料と小門Jlt:科のIL平均点0)差の傾定 ((j志
吹,lJ:005)
Ll.過料,tl_Jl々Ll)17･均点が 1534点､中門学科d',qu)
1l'･Jtl点が 1:11･2点であり､普iL昨日u｣如 )学′L7.の7JIが
.J.ぱくが.モー紬､ったが､TT点水準0.05で.打琵なたがみら
れなかった I.:JVr･t;･1校での約7-･科U)料HU)賦IL5状況
に;:壬乏押されrJ:し､授業ができたと考えられる.,
授芙後の学生の感想
rli;T'､;5･校で微分法･手L-1分tL-杏),Y･-んだ学JiEからは
r高校時代は進Jiが退く､何の,i.qをしているU)かわか
I-3なかIJた 本円実ではホイントがわかるようにな
り､すらすr,解けろようにな-)たのでIRiLさを.程え
たr E-公⊥にからではなく､公工しへ0)アブu-ナから
:;･'べた.,｣なと 南等'?'校よりわが )やすかった.｣
というケE洩!が多かった｢一方､/jt'鹿と性質o)StT咽せ
申亡､とした招男榊脚こしたために､湘!珊fl越が少な
かつた ｢計ml召r値 を多く解きたい｢｣という.削 Lが
あ ,ーた.1_光科山々or),:;･!(L.からは､｢満作U)ときは微
分や的分を材料･J)強姫などを求める式に11てはめて
解くという漉しさがあった.伸こ使われているのか
を教えて欲しかったっ｣とう点iもあり､⊥'装系U)日'iJ
題に即したiJft'習Pr-.1越を謝Jtする必t埠があることがわ
かったブ
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3.6 工学系大学校の数学科の教育内容
高等,7t校のf;･':利の多様化により､T.L･J等学校での数
I㌣L)細悼科目に差があり､履修状況に鮎越した招菜
を稲城する必盛がある｡数学Ⅰ･数学Aを既3lL門i崎と
した授裳を構成する0)がふさわしいと考えられるO
また､巴'[-iLB糾tl身の苧亡Eは形式的な計節:を附くこ
とには習熟しているが､聞HBL解決型0)問題には弱く
多様な考え方が川東にくい｡tF7汁1学科Lll.身の学生は
拙JbJu)知識に曲らずIt]分で考えることができる,I;･':JL
が多いが､61m.IJ掛 こ習熱していない状況があるn
職階状況および神子別人況にrlL傾 した教市内台および
教授方iLで招某を梢成する必IBfがあるO
微分法･榔クJt法U)近点と性円o)理解に 胤1(をおい
た招濃は､).土木I'l勺な牧草U)知識を門得する柁選とし
て爪効である,l▲学系大Jlu･校であってもツールとし
ての数字の知.llW)扱いだけでなく､本'El的な数学の
批念が叩解できるような授業rJl'iiの展開がふさわし
いO満州I1,一也を F.;;5･分ylでの尖例を取りとげる内容
にすることで技維J)習熟をBlりたいO
4 まとめと今後の課題
,;FJTF';モ絹までU)放･'芦の知.-縄と柁能について､出身
学科によるたがあるかどうかを調査した Iri･13･'≠校
の′粁 Lo)多様化により､畑謄科Fjと授業内科 こ/T･lが
あることがわかった
微分は･fi-'71はU)'起.苑と性筏の呼解に屯点をふい
た尖粍招実をおこなった,敬草的な知識を抑 さけ る
ため0)授菜'火的としてのijA効作が確かめられた
数′;r'的に処理する推力,1,1rPはす0)ために､工学系
の実例J:r･捌 射ヒしていきたいっ
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